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はじめに 

フッ素ポリマーは、耐薬品性や絶縁性、防汚性等の優れた諸特性を有する事から、電子・電気

や医療等の広範囲な分野で利用されている。なかでも、CYTOP(旭硝子社製)は、波長 200 nm以上

で 90 %を超える高い透過性を持ち、かつ低屈折率であることから、従来ポリマーやガラスが抱え

る様々な技術的問題の解決や紫外領域での応用が期待されている。しかしながら、一般的にマイ

クロスケール以下のフッ素ポリマーの微細加工技術は、フッ素ポリマーが有する諸特性により、

シンクロトロン放射光 1)や F2レーザー
2)といった特殊な装置や設備が無ければ困難とされており、

コスト面からも産業応用には至っていない。そこで、本研究では汎用ナノ秒パルスレーザーを用

いて熱影響やクラックの発生を抑えたフッ素ポリマーCYTOP の表面微細加工を検討した。 

実験方法及び実験結果 

実験では、Nd:YAGレーザー(波長 532 nm, パルス幅 500 ps, 繰り返し周波数 1 kHz）を使用し、

対物レンズ(×20, NA:0.46)を介して、CYTOP 表面に集光照射し、アブレーションを行った。その

後、フッ素溶媒(薬品:AC6000(旭硝子社製))を用いたウェットエッチングにより、レーザー照射領

域のみを選択的に除去した。図 1 (a)にアブレーション後、(b)にウェットエッチング後のレーザー

顕微鏡像を示す。 

 

図 1レーザー顕微鏡像 (a)アブレーション後 (b)ウェットエッチング後 

 

図 1より、ウェットエッチングによりアブレーション領域のみが選択的に除去されたことが確

認できる。ウェットエッチング後の加工痕底面やエッヂ部分の表面粗さは、ガラス転移温度を超

えた温度での熱処理を行うことで、更に改善が見込まれる。本発表では、汎用グリーンレーザー

を用いた CYTOP 表面微細加工の詳細な基本特性について報告する。 
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